
船舶事故調査報告書 

令和７年５月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年７月２８日 ０９時４５分ごろ 

発生場所 和歌山県白浜町高島南南西方沖 

 番所鼻灯台から真方位１５５°４３０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°４１.４′ 東経１３５°２０.２′） 

事故の概要  プレジャーボートイナダマリンFAST
ファースト

23④は、投錨作業中、干出岩

に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和６年８月１４日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート イナダマリン FAST23④、１.３トン 

 ２５２－２８００４和歌山、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 船底及びプロペラに擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者３人を乗せ、スノーケリン

グの目的で高島の南南西方沖に到着し、船長がＧＰＳプロッターで本

船の真下の水深が約８ｍあることを確認して錨泊作業を始めた。 

船長は、投錨作業中、船底からガリッという音が聞こえたので、船

外機を停
と

めて本船の周囲を確認したところ、本船が水深約１ｍの暗岩

（以下「本件暗岩」という。）上に移動していたので、本件暗岩に降

りて本船を沖に向けて押したが、本船は波を受けて更に高島近くに圧

流されて干出岩に乗り揚げた。 

本船は、同乗者の１人が出航したマリーナに電話して救助を依頼

し、来援したマリーナのプレジャーボートにより干出岩から引き出さ

れ、出航地にえい
．．

航された。 

船長は、毎年高島にスノーケリングに来ており、高島周辺に干出岩

が拡延していることは知っていて、いつも錨泊していた場所で錨泊作

業を始めたつもりであったが、錨泊作業を始める前にＧＰＳプロッ

ターで本船の正確な位置や周囲の水深を確認していなかった。 

本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約０.８ｍであった。 

分析  本船は、錨泊作業中、暗岩に船底が接触した後、波によって圧流さ

れたことから、干出岩に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、錨地付近に浅瀬が拡延している状況を知っていたものの、

錨泊する際、本船の真下の水深が約８ｍであったので、錨泊作業を始



 

めたものと考えられる。 

 船長は、錨泊作業前に錨地付近の水深の状況及び船位をＧＰＳプ

ロッターで正確に確認していなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、錨泊作業中、船長が錨泊作業前に錨地付近の水

深の状況及び船位をＧＰＳプロッターで正確に確認していなかったた

め、本件暗岩に接触した後、波によって圧流され、干出岩に乗り揚げ

たものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、浅所付近で錨泊する場合、事前に海図等によ

り浅所の位置等を調査した上で、ＧＰＳプロッターで自船の正確

な位置及び周囲の水深を確認し、浅所から安全な距離を確保する

こと。 


